
 
 
 
 
 
 
 

生き物とともに暮らす。治田小に 「やぎさん」 がやってきた 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
やぎさん入学式 式辞 : ちょっと空気が冷たいけれど、青空が広がり、とても天気の良い日

の朝、治田小学校への「やぎさん入学式」が出来ることはとてもうれしいことです。 
いつも生活していた家を離れて、治田小学校で生活することになったやぎさん。 
不安な気持ちや心配な気持ちがあるかもしれませんが、治田小学校のお友達、特に二年生の

お友達がやぎ語を勉強して、やぎさんの心や、気持ちがわかるように頑張ると言っています。
ですから心配しないで、安心して生活をしてください。 

二年生の皆さん、やぎさんはおもちゃではありません。命を持った生き物です。病気になる
ことや、元気がなくなることがあるかもしれません。様子をよく見て、やぎさんの大事な命を
守るために、自分の命も磨いてください。 

それでは、桶川先生、大竹先生、二年生の皆さんに、ヤギさんの担任をお願いしますのでよろ
しくお願いします。                      令和元年五月十日 
*「やぎさん」は 2 年前まで治田小で生活していた「さゆか」さんです。間もなく出産予定です。 

 
 

 

千曲市立治田小学校だより No.2                                 

 
5 月号 R1.5.18 
発行:学校長 吉池光則 

うさぎの「バニラ」さんも、治田の子どもたちに優しくしてもらっています。 

今日も元気に、野菜をむしゃむしゃ食べていました。いつも、ありがとう。 

5月の校長講話では、生
活を共にしている飼い犬
の話を通して「非言語」
のコミュニケーションに
ついての事例と、私の幾
分勝手な解釈を紹介しま
した。動物とのノン・バ
ーバルコミュニケーショ
ンは論理的思考、言語活
動の基礎となる感性、情
操を豊かにする上で大切
だと考えています。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 世に言う「5 月病」の重症化を案じて

いましたが、10 連休明けに、子どもたち

が元気に登校してきてくれました。何よ

り嬉しいことです。休み前に交通安全教

室も行い、高学年は自転車の運転も実地

練習をしました。少し世界が広がったと

思います。と同時に交通社会に「軽車両」

としてデビューしたということにもなり

ます。「長野県自転車の安全で快適な利用

に関する条例」に基づき、自転車損害賠

償保険等の加入が義務付けられます

(10/1 施行)のでよろしくお願いします。 

自転車は、便利であると同時に危険も

伴います。学校生活に慣れ、陽気がよく

なり、子どもたちはより一層活動的にな

る時節だと思います。常に細心の注意を

払って自転車を利用するようお声がけく

ださい。現在「春の全国交通安全運動」

期間中(5/11～5/20)でもあります。 

  
○ 子育てや介護を応援する職場環境づくりを推進しています。子どもあっての親、子どもあ

っての学校。研鑽を重ねる清明な教職員の営みが、安心・安全な学校運営には欠かせませ

ん。安心・安全な職場づくりは、学校運営の土台です。ユニバーサルデザインの考え方、

視点を持って学校運営を進めてまいります。また信用・信頼を土台とした学校運営におい

て教職員の非違行為・人権侵害行為はあってはならないことです。「子育て、子育ち」の

悩み、教育活動に疑義ある場合は、躊躇せず連絡・お気軽にご相談ください。 

窓口:【校長室】【保健室】 

○ 担任による家庭訪問ではお世話になりました。本日 18 日 地域公開参観日、引き渡し訓練

となります。通学路をお子様と歩いていただくことで、危険個所等の確認もできると思い

ます。よろしくお願いします。 

○ 治田小学校ホームページでは、本紙のカラー版も掲載していますので併せてご覧くださ

い。検索してみると三重県、滋賀県にも「治田小学校」があります。「千曲市立治田小学

校」で検索をお願いします。 

 


